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告

示

◉
東
京
都
告
示
第
百
三
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
を
認
可
し
た
の
で
、

同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

荒
川
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
荒
川
第
二
号
日

暮
里
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
二
月
十
九
日
か
ら
令
和
六
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

荒
川
区
東
日
暮
里
三
丁
目
地
内

使
用
の
部
分

な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
三
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第
三
百
三
十
五
号
東

京
都
市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同

条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に

よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

世
田
谷
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
二
十
六
号
世

田
谷
公
園

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
年
三
月
十
四
日
か
ら
令
和
四
年

三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
三
十
年
東
京
都
告
示
第
四
百
十
九
号
東
京

都
市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

中
野
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
五
・
五
・
九

号
野
方
公
園

三

事
業
施
行
期
間

平
成
三
十
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
令
和
三

年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し
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◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
一
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
千
六
十
四
号
東
京
都

市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第

二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

荒
川
区

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

東
京
都
市
計
画
公
園
事
業
第
三
・
三
・
三

十
五
号
宮
前
公
園

三

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
八
月
十
四
日
か
ら
令
和
十
年
三

月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

令
和
二
年
東
京
都
告
示
第
千
六
十
四
号

の
事
業
地
の
う
ち
、
荒
川
区
東
尾
久
五

丁
目
及
び
西
尾
久
二
丁
目
各
地
内
に
お

い
て
事
業
地
を
変
更
す
る
。

使
用
の
部
分

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
二
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
平
成
二
十
七
年
東
京
都
告
示
第
六
十
九
号
三
鷹

都
市
計
画
公
園
事
業
の
事
業
計
画
の
変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条

第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日

東
京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
名
称

三
鷹
市

二

都
市
計
画
事
業
の

種
類
及
び
名
称

三
鷹
都
市
計
画
公
園
事
業
第
三
・
三
・
三

号
新
川
丸
池
公
園

三

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
二
日
か
ら
令
和

五
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

収
用
の
部
分

変
更
な
し

使
用
の
部
分

変
更
な
し

◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
三
号

土
地
区
画
整
理
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）
第
十
三

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
多
摩
市
聖
蹟
桜
ヶ
丘
北
地
区
土
地
区
画

整
理
事
業
の
終
了
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
氏
名

株
式
会
社
東
栄
住
宅

代
表
取
締
役

佐
藤

千
尋

二

事
業
施
行
期
間

平
成
二
十
九
年
三
月
八
日
か
ら
令
和
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

多
摩
市
関
戸
一
丁
目
、
関
戸
二
丁
目
及
び
一
ノ
宮
二
丁
目
の
各

一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称
及
び
施
行
認
可
の
年
月
日

多
摩
市
聖
蹟
桜
ヶ
丘
北
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

平
成
二
十
九
年
三
月
八
日

五

土
地
区
画
整
理
事
業
の
終
了
の
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
二
月
十
九
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
四
号

都
市
再
開
発
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
三
十
八
号
）
第
七
条
の

九
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
内
神
田
一
丁
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再

開
発
事
業
の
施
行
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
七
条
の
十
五
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
次
の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

施
行
者
の
氏
名
又
は
名
称

三
菱
地
所
株
式
会
社

二

事
業
施
行
期
間

令
和
三
年
二
月
十
九
日
か
ら
令
和
八
年
九
月
三
十
日
ま
で

三

施
行
地
区

千
代
田
区
内
神
田
一
丁
目
地
内

四

第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業
の
名
称

内
神
田
一
丁
目
地
区
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

五

事
務
所
の
所
在
地

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
一
号
大
手
町
パ
ー
ク
ビ
ル
４
階

六

施
行
認
可
の
年
月
日

令
和
三
年
二
月
十
九
日

七

施
行
者
の
住
所

三
菱
地
所
株
式
会
社

千
代
田
区
大
手
町
一
丁
目
一
番
一
号

八

事
業
年
度

四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

九

公
告
の
方
法

事
務
所
の
掲
示
板
の
ほ
か
、
個
人
施
行
者
が
適
当
と
認
め
る
場
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所
に
掲
示
す
る
も
の
と
し
、
特
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

官
報
に
掲
載
し
て
行
う
。

十

権
利
変
換
を
希
望
し
な
い
旨
の
申
出
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
期

限
令
和
三
年
三
月
二
十
日

◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
五
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
渋
谷
区
富
ケ
谷

二
丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
二
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

鉛
及
び
そ
の
化
合
物
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◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
六
号

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
特
定
有
害
物
質
に
よ
っ
て
汚
染
さ
れ
て
お

り
、
土
地
の
形
質
の
変
更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
の
届
出
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
区
域
（
以
下
「
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
」
と
い

う
。
）
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

別
図
の
と
お
り
（
大
田
区
矢
口
二

丁
目
地
内
）

二

土
壌
汚
染
対
策
法
施
行
規
則
（
平
成
十
四
年
環
境
省
令
第
二
十

九
号
）
第
三
十
一
条
第
一
項
の
基
準
に
適
合
し
て
い
な
い
特
定
有

害
物
質
の
種
類

一
・
二－

ジ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
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◉
東
京
都
告
示
第
百
四
十
七
号

道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
、
都
道
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。

そ
の
関
係
図
面
は
、
令
和
三
年
二
月
十
九
日
か
ら
起
算
し
て
二
週

間
東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
に
お
い
て
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東京

都
知
事

小

池

百
合
子

一

路
線
名

稲
城
読
売
ラ
ン
ド
前
停
車
場

二

変
更
の
区
間

稲
城
市
大
字
矢
野
口
字
谷
戸
三
千
二
百
二
番
一

地
内
か
ら
同
市
大
字
矢
野
口
字
坂
上
三
千
二
百

九
十
四
番
一
地
内
ま
で

三

変
更
の
概
要

別
図
表
示
の
と
お
り
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告

示
（
選
）

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
二
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
選
挙
区
支
部
及
び
若
宮
け
ん
じ

後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
平
成
三
十

年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
二
百
二
十
三
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
選
挙
区
支
部
の
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年

間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項
中

「

辻
清
人
後
援
会

５,０００,０００
台
東
区

」
を

「

辻
清
人
後
援
会

日
本
商
工
連
盟

５,０００,０００

１００,０００

台
東
区

中
央
区

」
に

改
め
る
。

若
宮
け
ん
じ
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「１９,０３２,０４８

」

を
「２１,０３２,０４８

」
に
、
「１５,１６０,０００

」
を
「１７,１６０,０００

」
に
改

め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「３,４０３,６２０

」
を
「５,４０３,６２０

」
に

改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中
「６６０,０００

」
を

「２,６６０,０００

」
に
、
「５００,０００

」
を
「２,５００,０００

」
に
改
め
、
同
部

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項
中

「５００,０００

」
を
「２,５００,０００

」
に
改
め
る
。

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
三
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第
九
選
挙
区
支
部
、
若
宮
け
ん
じ
後

援
会
、
洋
々
会
及
び
山
口
な
つ
お
後
援
会
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ

た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の

収
支
報
告
書
の
要
旨
（
令
和
元
年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第

百
二
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
第
九
選
挙
区
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「４２
,６６４
,６５０

」
を
「４２

,８６４
,６５０

」
に
、
「３９

,７４０
,０００

」
を

「３９,９４０,０００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「３９,４０４,８２４

」
を
「３９,６０４,８２４

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中
「２７

,３４０
,０００

」
を
「２７

,５４０
,０００

」
に
、

「２２,２００,０００

」
を
「２２,４００,０００

」
に
改
め
、
同
部
４
支
出
の
内
訳

の
項
中
「１４,７６４,４４５

」
を
「１４,９６４,４４５

」
に
、
「２,０００,０００

」
を

「２,２００,０００

」
に
改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超

え
る
も
の
）
の
項
中
「２００,０００

」
を
「４００,０００

」
に
改
め
、
同
部

６
資
産
の
内
訳
の
項
中
「１４,１００,０００

」
を
「１３,９００,０００

」
に
改
め

る
。若

宮
け
ん
じ
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「１９,３６１,６２０

」

を
「２１,３６１,６２０

」
に
、
「３,４０３,６２０

」
を
「５,４０３,６２０

」
に
改
め
、

同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「５,２０５,７７４

」
を
「７,２０５,７７４

」
に
改
め

る
。洋

々
会
の
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の

項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

６
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
対
価
に
係
る
収
入
の
内
訳

（
名
称
）

松
本
洋
平
君
と
日
本
の
未
来
を
語
る
会
（
２
月
１５日

）

（
支
払
者
）

（
法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
対
価
の

支
払
）

（
金
額
）

円
（
事
務
所
の
所

在
地
）

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟

６００,０００
新
宿
区

（
名
称
）

松
本
洋
平
君
と
日
本
の
未
来
を
語
る
会
（
１０月

３０日
）

（
支
払
者
）

（
法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
対
価
の

支
払
）

（
金
額
）

円
（
事
務
所
の
所

在
地
）

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟

７００,０００
新
宿
区

山
口
な
つ
お
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「１
収
入
総
額

０

」
を

「１
収
入
総
額

前
年
繰
越
額

本
年
収
入
額

１４０,００００

１４０ ,０００

」
に

改
め
、

「２
支
出
総
額

０

」
を

「２
支
出
総
額

（
翌
年
へ
の
繰
越
額
）

１４０,００００

」
に

改
め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
本
年
収
入
の
内
訳

寄
附
の
総
額

１４０,０００

政
党
匿
名
分
を
除
く
寄
附
の
額

１４０,０００

政
治
団
体
か
ら
の
寄
附

１４０,０００

４
支
出
の
内
訳

政
治
活
動
費

１４０,０００

そ
の
他
の
経
費

１４０,０００

５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
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（
寄
附
者
）

（
政
治
団
体
か
ら
の
寄
附
）

（
金
額
）円
（
事
務
所
の
所
在
地
）

公
明
党

１４０,０００
新
宿
区

◉
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
十
四
号

政
治
資
金
規
正
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
四
号
）
第
十

二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
政
治
団
体
の
収
支
に
関
す
る
報
告
書
に

つ
い
て
、
自
由
民
主
党
東
京
都
第
九
選
挙
区
支
部
、
公
明
党
府
中
総

支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
六
支
部
、
自
由
民
主
党
東

京
都
台
東
区
第
十
七
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
八
支

部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
九
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京

都
台
東
区
第
二
十
二
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
二
十
五

支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
二
十
六
支
部
、
自
由
民
主
党

東
京
都
台
東
区
第
三
十
一
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
品
川
区
第
十

五
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
目
黒
区
第
三
十
六
支
部
、
自
由
民
主

党
東
京
都
大
田
区
第
三
十
五
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区

第
三
十
四
支
部
、
自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
十
一
支
部
、
洋
々

会
、
若
宮
け
ん
じ
後
援
会
、
あ
べ
よ
し
ひ
ろ
後
援
会
及
び
都
議
会
自

由
民
主
党
か
ら
訂
正
の
報
告
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第
二
十
条
第
一

項
の
規
定
に
基
づ
き
、
政
治
団
体
の
収
支
報
告
書
の
要
旨
（
令
和
二

年
東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会
告
示
第
百
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
訂
正
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日

東
京
都
選
挙
管
理
委
員
会

自
由
民
主
党
東
京
都
第
九
選
挙
区
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中

「４５
,５０９
,８２６

」
を
「４５

,７０９
,８２６

」
に
、
「４２

,２５０
,０００

」
を

「４２,４５０,０００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中

「４４,８３８,４４３

」
を
「４５,０３８,４４３

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中
「１１

,８５０
,０００

」
を
「１２

,０５０
,０００

」
に
、

「６,４００,０００

」
を
「６,６００,０００

」
に
改
め
、
同
部
４
支
出
の
内
訳
の

項
中
「１７

,１１０
,５８６

」
を
「１７

,３１０
,５８６

」
に
、
「４

,４００
,０００

」
を

「４,６００,０００

」
に
改
め
、
同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超

え
る
も
の
）
の
項
中

「練
馬
政
経
研
究
会

１,０００,０００
練
馬
区

」
を

「練
馬
政
経
研
究
会

１,２００,０００
練
馬
区

」
に

改
め
、
同
部
６
資
産
の
内
訳
の
項
中
「２６,７００,０００

」
を

「２６,５００,０００

」
に
改
め
る
。

公
明
党
府
中
総
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「１９,２１９,４６５

」

を
「１９,１９９,４６５

」
に
、
「１８,３６６,７３３

」
を
「１８,３４６,７３３

」
に
改

め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「３,５１４,９５２

」
を
「３,４９４,９５２

」
に

改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中
「９,４４５,２００

」
を

「９,４２５,２００

」
に
、
「９,３２０,２００

」
を
「９,３００,２００

」
に
改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
六
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項

中
「３

,７９０
,３３５

」
を
「３

,８２０
,３３５

」
に
、
「３

,６６４
,６００

」
を

「３,６９４,６００
」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１３２,６８３

」

を
「１６２,６８３

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

３５０,０００

３５０ ,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

３８０,０００

３５０ ,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
七
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項

中
「１

,６６７
,６９１

」
を
「１

,７２７
,６９１

」
に
、
「１

,５６３
,２００

」
を

「１,６２３,２００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１１８,９３６

」

を
「１７８,９３６

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

１５０,０００

１５０,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
四

支
部

２１０,０００

１５０,０００

３０,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
八
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項

中
「２

,１７６
,９６４

」
を
「２

,２０６
,９６４

」
に
、
「２

,１７１
,６００

」
を

「２,２０１,６００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「８,０１３

」
を

「３８,０１３

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

１５０,０００

１５０,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

１８０,０００

１５０,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
十
九
支
部
の
部
３
本
年
収
入
の
内

訳
の
項
中
「８,７１０,０００

」
を
「８,６８０,０００

」
に
、
「６,７３０,０００

」
を

「６,７００,０００

」
に
、
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「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

３５０,０００

３５０,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

３８０,０００

３５０,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
二
十
二
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「１７８,６３４

」
を
「２０８,６３４

」
に
、
「０

」
を
「３０,０００

」
に
改

め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１７８,６３４
」
を
「２０８,６３４

」
に
改

め
、
同
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

３
本
年
収
入
の
内
訳

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に
係
る
収

入
３０,０００

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三
支
部

３０,０００

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
二
十
五
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「４７１

,０００

」
を
「５０１

,０００

」
に
、
「３７２
,６００

」
を

「４０２,６００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１６０,０００

」
を

「１９０,０００

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

３５０,０００

３５０,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

３８０,０００

３５０,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
二
十
六
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「３７２

,３００

」
を
「４０２

,３００

」
に
、
「３６５

,８００

」
を

「３９５,８００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「８７,３００

」
を

「１１７,３００

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

３５０,０００

３５０ ,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

３８０,０００

３５０,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
台
東
区
第
三
十
一
支
部
の
部
３
本
年
収
入
の

内
訳
の
項
中
「１,３２０,０００

」
を
「１,２９０,０００

」
に
、

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

１５０,０００

１５０ ,０００

」
を

「

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
台
東
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

１８０,０００

１５０ ,０００

３０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
品
川
区
第
十
五
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の
項

中
「２

,９１１
,８６８

」
を
「２

,９９１
,８６８

」
に
、
「２

,５２７
,４００

」
を

「２,６０７,４００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「５３１,６６８

」

を
「６１１,６６８

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「２,３７０,０００

」
を
「２,４５０,０００

」
に
改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
目
黒
区
第
三
十
六
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「３

,７９０
,２４０

」
を
「３

,８９０
,２４０

」
に
、
「３

,４００
,７００

」
を

「３,５００,７００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１６,３６２

」
を

「１１６,３６２

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「５３６,２００

」
を
「６３６,２００

」
に
、
「１００,０００

」
を
「２００,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
大
田
区
第
三
十
五
支
部
の
部
１
収
入
総
額
の

項
中
「７

,４６８
,３９４

」
を
「７

,３６８
,３９４

」
に
、
「５

,２７８
,２００

」
を

「５,１７８,２００

」
に
改
め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１,９８８,６０２

」

を
「１,８８８,６０２

」
に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中

「５６０,０００

」
を
「４６０,０００

」
に
、
「３００,０００

」
を
「２００,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
世
田
谷
区
第
三
十
四
支
部
の
部
３
本
年
収
入

の
内
訳
の
項
中
「４９０,０００

」
を
「２４０,０００

」
に
、
「４７０,０００

」
を

「２２０,０００

」
に
、

「

上
島
よ
し
も
り
春
の
宴

４２,０００

」
を

「

上
島
よ
し
も
り
春
の
宴

本
部
又
は
支
部
か
ら
供
与
さ
れ
た
交
付
金
に

係
る
収
入

自
由
民
主
党
東
京
都
第
二
十
四
選
挙
区
支

部自
由
民
主
党
東
京
都
第
六
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
世
田
谷
総
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

４２,０００

２５０,０００

５０,０００

１００,０００

５０,０００

５０,０００

」
に

改
め
る
。

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
十
一
支
部
の
部
３
本
年
収
入
の
内

訳
の
項
中
「１１,５０２,１００

」
を
「１１,４９２,１００

」
に
、
「１３０,０００

」
を

「１２０,０００

」
に
、
「６３０,０００

」
を
「６４０,０００

」
に
、
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「

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
三
十
五
支

部
３０,０００

」
を

「

自
由
民
主
党
東
京
都
足
立
区
第
三
十
五
支

部自
由
民
主
党
東
京
都
参
議
院
選
挙
区
第
三

支
部

３０,０００

１０,０００

」
に

改
め
る
。

洋
々
会
の
部
５
特
定
パ
ー
テ
ィ
ー
の
概
要
の
項
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

６
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
対
価
に
係
る
収
入
の
内
訳

（
名
称
）

松
本
洋
平
君
と
日
本
の
未
来
を
語
る
会
（
１０月

３０日
）

（
支
払
者
）

（
法
人
そ
の
他
の
団
体
か
ら
の
対
価
の
支

払
）

（
金
額
）

円
（
事
務
所
の
所

在
地
）

日
本
歯
科
技
工
士
連
盟

７００,０００
新
宿
区

若
宮
け
ん
じ
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「１６,３０９,７７４

」

を
「１８,３０９,７７４

」
に
、
「５,２０５,７７４

」
を
「７,２０５,７７４

」
に
改
め
、

同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「１,４３２,０２７

」
を
「３,４３２,０２７

」
に
改
め

る
。あ

べ
よ
し
ひ
ろ
後
援
会
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「２５９,８１０

」

を
「３５９,８１０

」
に
、
「１７０,０００

」
を
「２７０,０００

」
に
改
め
、
同
部

２
支
出
総
額
の
項
中
「１１６,１７０

」
を
「２１６,１７０

」
に
改
め
、
同
部

３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中
「１００,０００

」
を
「２００,０００

」
に
改
め
、

同
部
５
寄
附
の
内
訳
（
年
間
５
万
円
を
超
え
る
も
の
）
の
項
中

「自
由
民
主
党
東
京
都
第
二

十
五
選
挙
区
支
部

１００,０００
青
梅
市

」
を

「自
由
民
主
党
東
京
都
第
二

十
五
選
挙
区
支
部

自
由
民
主
党
東
京
都
参
議

１００,０００

１００ ,０００

青
梅
市

中
央
区

に

院
選
挙
区
第
三
支
部

」

改
め
る
。

都
議
会
自
由
民
主
党
の
部
１
収
入
総
額
の
項
中
「１３２,０７３,６２７

」

を
「１３２,６７３,６２７

」
に
、
「９２,９８０,０００

」
を
「９３,５８０,０００

」
に
改

め
、
同
部
２
支
出
総
額
の
項
中
「８０,５２７,２２７

」
を
「８１,１２７,２２７

」

に
改
め
、
同
部
３
本
年
収
入
の
内
訳
の
項
中
「６２,４６０,０００

」
を

「６３,０６０,０００

」
に
改
め
、
同
部
６
特
定
パ
ー
テ
ィ
ー
の
概
要
の
項

中
「６２

,４６０
,０００

」
を
「６３

,０６０
,０００

」
に
、
「３

,１２３

」
を

「３,１５３

」
に
改
め
、
同
部
７
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
対
価
に
係

る
収
入
の
内
訳
の
項
中

「秋
元
司
後
援
会

６００,０００
江
東
区

」
を

「秋
元
司
後
援
会

自
由
民
主
党
東
京
都
第
五

選
挙
区
支
部

６００,０００

６００,０００

江
東
区

目
黒
区

」
に

改
め
る
。

告

示
（
海
区
漁
調
）

◉
東
京
漁
調
指
示
第
三
号

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
百
四
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
東
京
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
、
千
葉
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
及
び
神
奈
川
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
で
構
成
さ
れ
た
一
都
二
県
連
合
海
区
漁
業
調
整
委

員
会
は
、
東
京
湾
横
断
道
路
木
更
津
人
工
島
（
以
下
「
海
ほ
た
る
」

と
い
う
。
）
周
辺
海
域
に
お
け
る
水
産
動
植
物
の
繁
殖
保
護
を
図
る

た
め
、
法
第
百
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
指
示

す
る
こ
と
と
し
た
の
で
告
示
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日

東
京
海
区
漁
業
調
整
委
員
会

会
長

有

元

貴

文

（
水
産
動
植
物
の
採
捕
及
び
遊
漁
の
案
内
の
禁
止
）

一

次
の
ア
、
イ
、
ウ
、
エ
及
び
ア
の
各
点
を
順
次
結
ん
だ
線
に
よ

っ
て
囲
ま
れ
た
区
域
（
以
下
「
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、

水
産
動
植
物
の
採
捕
を
し
、
又
は
遊
漁
の
案
内
（
船
舶
に
よ
り
乗

客
を
区
域
に
案
内
し
て
水
産
動
植
物
を
採
捕
さ
せ
る
こ
と
を
い

う
。
）
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
試
験
研
究
機
関
等
が
試

験
研
究
等
の
目
的
で
行
う
も
の
で
あ
っ
て
、
一
都
二
県
連
合
海
区

漁
業
調
整
委
員
会
が
適
当
と
認
め
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

ア

海
ほ
た
る
北
東
の
突
角
か
ら
八
十
四
度
四
十
八
分
（
真
方
位

に
よ
る
。
以
下
同
じ
。
）
二
百
八
十
三
メ
ー
ト
ル
の
点

イ

海
ほ
た
る
南
東
の
突
角
か
ら
百
七
十
四
度
四
十
八
分
二
百
八

十
三
メ
ー
ト
ル
の
点

ウ

海
ほ
た
る
南
西
の
突
角
か
ら
二
百
七
十
六
度
七
分
三
百
六
十

一
メ
ー
ト
ル
の
点

エ

海
ほ
た
る
北
西
の
突
角
か
ら
三
百
四
十
三
度
二
十
九
分
三
百

六
十
一
メ
ー
ト
ル
の
点

（
指
示
の
有
効
期
間
）

二

こ
の
指
示
の
有
効
期
間
は
、
令
和
三
年
三
月
一
日
か
ら
令
和
五

年
二
月
二
十
八
日
ま
で
と
す
る
。
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公

告

都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
関
係
区
市
か
ら
次
の
都
市
計
画
の
図
書
の
送
付
が
あ

っ
た
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
の
決
定
の
告
示

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
港
区
告
示
第
三
百
四

十
五
号

赤
坂
七
丁
目
北

地
区
地
区
計
画

東
京
都
市
計
画
第

一
種
市
街
地
再
開

発
事
業

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
港
区
告
示
第
三
百
四

十
七
号

赤
坂
七
丁
目
二

番
地
区
第
一
種

市
街
地
再
開
発

事
業

東
京
都
市
計
画
第

一
種
市
街
地
再
開

発
事
業

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
練
馬
区
告
示
第
五
百

九
十
七
号

石
神
井
公
園
駅

南
口
西
地
区
第

一
種
市
街
地
再

開
発
事
業

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
足
立
区
告
示
第
五

百
九
十
号

綾
瀬
駅
東
口
周

辺
地
区
地
区
計

画
東
京
都
市
計
画
地

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
足
立
区
告
示
第
五
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区
計
画

百
九
十
二
号

谷
在
家
三
丁
目

地
区
地
区
計
画

八
王
子
都
市
計
画

地
区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
五
十
六
号

グ
リ
ー
ン
ヒ
ル

寺
田
団
地
地
区

地
区
計
画

八
王
子
都
市
計
画

地
区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
五
十
七
号

大
和
田
町
五
丁

目
地
区
地
区
計

画
多
摩
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
稲
城
市
告
示
第
百
二

十
一
号

稲
城
長
沼
駅
東

地
区
地
区
計
画

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
都
市

計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十
二
階
北

側
）

都
市
計
画
の
図
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
一
条
第
二

項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
関
係

区
市
か
ら
次
の
都
市
計
画
の
図
書
の
送
付
が
あ
っ
た
の
で
、
同
法
第

二
十
一
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
二
十
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

都
市
計
画
の
種
類

都
市
計
画
の
変
更
の
告
示

東
京
都
市
計
画
高

度
利
用
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
港
区
告
示
第
三
百
四

十
六
号

東
京
都
市
計
画
高

度
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
港
区
告
示
第
三
百
四

十
八
号

東
京
都
市
計
画
防

火
地
域
及
び
準
防

火
地
域

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
港
区
告
示
第
三
百
四

十
九
号

東
京
都
市
計
画
緑

地

令
和
元
年
九
月
十
八
日
世
田
谷
区
告
示
第
二
百

八
十
九
号

第
百
号
南
烏
山

二
丁
目
緑
地

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
七
日
世
田
谷
区
告
示
第
九
百

四
十
四
号

上
用
賀
一
丁
目

地
区
地
区
計
画

東
京
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
九
日
東
京
都
板
橋
区
告
示
第

五
百
二
十
号

東
京
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
練
馬
区
告
示
第
五
百

九
十
六
号

石
神
井
公
園
駅

南
地
区
地
区
計

画
東
京
都
市
計
画
高

度
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
練
馬
区
告
示
第
五
百

九
十
八
号

東
京
都
市
計
画
高

度
利
用
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
練
馬
区
告
示
第
五
百

九
十
九
号

東
京
都
市
計
画
防

火
地
域
及
び
準
防

火
地
域

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
練
馬
区
告
示
第
六
百

号

東
京
都
市
計
画
一

団
地
の
住
宅
施
設

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
足
立
区
告
示
第
五

百
九
十
一
号

江
北
北
部
第
一

住
宅
一
団
地
の

住
宅
施
設

東
京
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
足
立
区
告
示
第
五

百
九
十
三
号

東
京
都
市
計
画
公

園

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
江
戸
川
区
告
示
第

八
百
五
十
六
号

江
戸
川
第
二
・

二
・
六
十
二
号

大
杉
三
丁
目
公

園
東
京
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
江
戸
川
区
告
示
第

八
百
五
十
六
号

八
王
子
都
市
計
画

下
水
道

令
和
元
年
十
一
月
二
十
七
日
八
王
子
市
告
示
第

百
五
十
一
号

八
王
子
市
公
共

下
水
道

八
王
子
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
元
年
十
二
月
十
二
日
八
王
子
市
告
示
第
百

六
十
一
号

八
王
子
都
市
計
画

用
途
地
域

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
五
十
四
号

八
王
子
都
市
計
画

一
団
地
の
住
宅
施

設

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
五
十
五
号

寺
田
一
団
地
の

住
宅
施
設

八
王
子
都
市
計
画

地
区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
五
十
八
号

下
柚
木
・
松
木

地
区
地
区
計
画

八
王
子
都
市
計
画

地
区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
五
十
九
号

上
柚
木
二
・
三

丁
目
地
区
地
区

計
画

八
王
子
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
一
日
八
王
子
市
告
示
第
三

百
六
十
号

三
鷹
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
三
鷹
市
告
示
第
三

百
五
十
七
号
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町
田
都
市
計
画
用

途
地
域

令
和
二
年
十
二
月
一
日
町
田
市
告
示
第
三
百
二

号

町
田
都
市
計
画
高

度
地
区

令
和
二
年
十
二
月
一
日
町
田
市
告
示
第
三
百
三

号

町
田
都
市
計
画
防

火
地
域
及
び
準
防

火
地
域

令
和
二
年
十
二
月
一
日
町
田
市
告
示
第
三
百
四

号

町
田
都
市
計
画
道

路

令
和
二
年
十
二
月
一
日
町
田
市
告
示
第
三
百
五

号

三
・
四
・
四
十

二
号
小
山
橋
本

線
町
田
都
市
計
画
下

水
道

令
和
二
年
十
二
月
一
日
町
田
市
告
示
第
三
百
六

号

町
田
市
公
共
下

水
道

小
平
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
小
平
市
告
示
第
二

百
七
十
一
号

東
村
山
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
日
東
村
山
市
告
示
第
二
百

三
十
六
号

国
分
寺
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
二
年
一
月
一
日
国
分
寺
市
告
示
第
一
号

調
布
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
元
年
十
二
月
十
二
日
狛
江
市
告
示
第
三
百

四
十
九
号

調
布
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
二
十
八
日
狛
江
市
告
示
第
三

百
三
十
八
号

立
川
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
九
日
東
大
和
市
告
示
第
七
十

五
号

東
村
山
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
七
日
清
瀬
市
告
示
第
二
百

六
十
三
号

東
村
山
都
市
計
画

緑
地

令
和
二
年
十
二
月
四
日
東
久
留
米
市
告
示
第
百

五
十
六
号

第
五
号
向
山
緑

地

東
村
山
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
四
日
東
久
留
米
市
告
示
第
百

五
十
七
号

国
立
都
市
計
画
公

園

令
和
二
年
十
二
月
三
日
国
立
市
告
示
第
二
百
八

十
八
号

第
三
・
三
・
六

号
城
山
公
園

多
摩
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
一
日
多
摩
市
告
示
第
五
百
十

六
号

多
摩
都
市
計
画
用

途
地
域

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
稲
城
市
告
示
第
百
十

九
号

多
摩
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
一
月
三
十
日
稲
城
市
告
示
第
百
二

十
号

稲
城
中
央
公
園

周
辺
地
区
地
区

計
画

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
十
四
年
十
一
月
二
十
日
羽
村
市
告
示
第
百

六
十
七
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
二
十
六
年
三
月
一
日
羽
村
市
告
示
第
二
十

五
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
二
十
七
年
一
月
一
日
羽
村
市
告
示
第
一
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
二
十
八
年
一
月
二
十
二
日
羽
村
市
告
示
第

八
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
二
十
九
年
三
月
一
日
羽
村
市
告
示
第
三
十

三
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
三
十
年
一
月
一
日
羽
村
市
告
示
第
一
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

平
成
三
十
一
年
一
月
一
日
羽
村
市
告
示
第
一
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
一
月
一
日
羽
村
市
告
示
第
一
号

福
生
都
市
計
画
生

産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
一
月
四
日
羽
村
市
告
示
第
二
百
三

号

秋
多
都
市
計
画
用

途
地
域

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
あ
き
る
野
市
告
示

第
百
六
十
九
号

秋
多
都
市
計
画
高

度
地
区

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
あ
き
る
野
市
告
示

第
百
七
十
号

秋
多
都
市
計
画
防

火
地
域
及
び
準
防

火
地
域

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
あ
き
る
野
市
告
示

第
百
七
十
一
号

秋
多
都
市
計
画
地

区
計
画

令
和
二
年
十
二
月
二
十
四
日
あ
き
る
野
市
告
示

第
百
七
十
二
号

武
蔵
引
田
駅
周

辺
地
区
地
区
計

画
西
東
京
都
市
計
画

生
産
緑
地
地
区

令
和
二
年
十
二
月
十
八
日
西
東
京
市
告
示
第
二

百
十
号

縦
覧
場
所

東
京
都
都
市
整
備
局
都
市
づ
く
り
政
策
部
都
市

計
画
課
（
東
京
都
庁
第
二
本
庁
舎
十
二
階
北

側
）

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
に
基
づ
く
東
京
都
の
意
見

の
概
要
に
つ
い
て

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
八

条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
東
京
都
の
意
見
に
つ
い
て
、
同
条
第
六
項

の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
概
要
を
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に

供
す
る
。

令
和
三
年
二
月
十
九
日東

京
都
知
事

小

池

百
合
子

一

店
舗
名
、
店
舗
所
在
地
及
び
設
置
者
名

㈠
ア

店
舗
名

（
仮
称
）
上
用
賀
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

イ

店
舗
所
在
地

世
田
谷
区
上
用
賀
六
丁
目
百
十
一
番
二
ほ

か

ウ

設
置
者
名

野
村
不
動
産
株
式
会
社
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㈡
ア

店
舗
名

東
急
つ
く
し
野
第
一
ビ
ル

イ

店
舗
所
在
地

町
田
市
つ
く
し
野
一
丁
目
三
十
番
一
号

ウ

設
置
者
名

株
式
会
社
東
急
ス
ト
ア

㈢
ア

店
舗
名

テ
ル
ミ
ナ
２

イ

店
舗
所
在
地

墨
田
区
錦
糸
一
丁
目
二
番
四
十
七
号

ウ

設
置
者
名

株
式
会
社
錦
糸
町
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ル

二

東
京
都
の
意
見
の
概
要

ア

概
要

一
㈠
か
ら
㈢
ま
で
の
店
舗
に
係
る
届
出
に

つ
い
て
は
、
区
市
の
意
見
に
配
意
す
る
と

と
も
に
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
第
四
条

に
基
づ
く
指
針
を
勘
案
し
、
総
合
的
に
判

断
し
て
、
意
見
な
し
と
す
る
。

イ

意
見
の
通
知
日

令
和
三
年
二
月
四
日

三

縦
覧
場
所

東
京
都
産
業
労
働
局
商
工
部
地
域
産
業
振

興
課
（
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
八
番
一

号
）

四

縦
覧
期
間

令
和
三
年
二
月
十
九
日
か
ら
同
年
三
月
十

九
日
ま
で
。
た
だ
し
、
東
京
都
の
休
日
に

関
す
る
条
例
（
平
成
元
年
東
京
都
条
例
第

十
号
）
に
定
め
る
休
日
を
除
く
。

五

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
三
十
分

ま
で
。
た
だ
し
、
正
午
か
ら
午
後
一
時
ま

で
を
除
く
。
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